
学校番号 ３１０ 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
現代の国語 単位

数 
３単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 現代の国語 （大修館書店） 

副教材等 
新訂チャレンジ常用漢字（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・高校３年間の基盤になる、国語の知識と理解をつけるための授業を展開します。 

① 授業は、積極的に取り組むこと。わからない、できなくて結構です。１年後できるようになれば良

いという意識を持って授業に臨むこと。 

②クラスで授業の雰囲気を創ろう。先生の授業中の言葉だけでなく、級友の発言や意見をしっかり聞

き、自分の考えを深めることができるようになろう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・言葉に親しみを持ち、積極的に表現ができるようになる。 

・漢字など言葉の教養を身につけることができるようになる。 

・言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 

a.知識・技能  b.思考・判断・表現  c. 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

社会生活に必要な漢字や語

句を身につけ、適切に使う

ことができるとともに、

文、話、文章の効果的な組

み立て方や接続の仕方につ

いて理解する 

論理の展開を予想しながら聞

き、聞き取った情報を整理し

て自分の考えを広げたり深め

たりすることができるように

なる 

授業に積極的に取り組む中で、

社会生活で必要となる国語の

知識を身につけ、また、それを

使って自分の考えを表現しよ

うと取り組めている 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ことばをひらく 

 

 

「コミュニケーションは技術

だ」 

ａ： 主張と根拠などの関係について理

解している。 

ｂ（読）：文章の種類をふまえて、内

容や構成、論理の展開などについて

叙述をもとに的確にとらえ、要旨や

要点を把握している。 

ｃ：コミュニケーションに関心を持ち、

自らのコミュニケーション活動につ

いて考えようとする。 

 

定期考査 

 

定期考査 授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

 

わかりやすく説明する 

 

 

「ナンバーワンか、オンリーワ

ンか」 

ａ：個別の情報と一般化された情報と

の関係について理解している。 

b（読）: 内容や構成、論理の展開など

について叙述をもとに的確にとら

え、要旨や要点を把握している。 

c:問題提起と主張を捉え、自分の考え

をもてるようになる。 

定期考査 定期考査 授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

伝え合いのレッスン 

 

 

「他人に声をかける」 

 

a:文章中の漢字や語句を理解してい

る。 

b(聞):目的に応じた話題で、自分の考え

を述べることができるようになる。 

c: 人に声をかける方法を考えわかり

やすく伝えようとしている。 

 

 

定期考査 

 

定期考査 

 

スピーチ 

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

論理を読み取る 

 

 

「水の東西」 

a:対比について理解している。 

ｂ（読）:西洋の水と東洋の水の違いを、

筆者がどのように捉えているかを理解

する。 

ｃ: 積極的に授業に参加し、本文の内

容を理解しようという態度で取り組め

ている。 

 

定期考査 

 

定期考査 授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

漢字 語句の学習 

 

教材 

『新訂 チャレンジ常用漢字』 

a:必要な漢字、語句を身につけている。 

c:漢字、語句の学習に積極的に取り組

んでいる。 

定期考査  授業での行

動観察 

 

 

提出物 



２ 

学 

期 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

他者を動かす 

 

「プレゼンテーションをしよう」 

b(聞):場や状況に応じながら、資料を

効果的に使い、表現を工夫している。 

c:プレゼンテーションに興味を持ち、

積極的に取り組んでいる。 

 

 

  

ワークシー

ト 

 

スピーチ 

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

スピーチ 

 

分かりやすく説明する 

 

「生きることと食べることの意

味」 

a:文、文章の効果的な組立て方や接続

の仕方について理解している。 

b:（読）論理の展開について叙述をも

とに的確にとらえ、要点を把握してい

る。 

c:説明のしかたや接続表現の役割につ

いて学ぼうとしている。 

   

定期考査 定期考査 

 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

情報と向き合う 

 

「どこもかしこもプラスチック」 

a：情報の妥当性や信頼性の吟味のしか

たについて理解している。 

b（読）：文章やグラフに含まれている

情報を相互に関連づけながら内容を理

解し、自分の考えを深めている。 

ｃ:グラフを読み取ろうとし、自分の考

えを持とうとしている。 

定期考査 定期考査  

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

読書の広場 

 

「宇宙人はいますか？」 

a：読書の意義について理解を深めてい

る 

ｂ（書）文章中の表現を基に、適切な

題材を決め、わかりやすいように文章

を書こうとしている。 

c:読書に意欲をもち、進んで本に手を

伸ばそうとしている。  

  

定期考査 定期考査 

 

レポート 

 

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

提出物 

 

社会に目を向けて 

 

「なんのために「働く」のか」 

a：例示や言い換えなどの述べ方につい

て理解している。 

ｂ（読）:働くことについて自分の考え

を深めている。 

c:働くことに自分の考えをもち、意欲

的に取り組もうとしている。 

定期考査 定期考査 授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

日本語を使いこなす 

 

「正しく書こう」 

a:書き言葉の役割や特徴を理解してい

る。    

ｂ（書）:自分の考えが的確に伝わるよ

うに、表現を工夫している。 

c:適切な書き方ができるように工夫し

ようとしている。 

定期考査 定期考査 

 

レポート 

授業での行

動観察 

 

 

提出物 



 

漢字 語句の学習 

 

教材 

『新訂 チャレンジ常用漢字』 

a:必要な漢字、語句を身につけている 

c:漢字、語句の学習に積極的に取り組

んでいる。 

定期考査 

小テスト 

 授業での行

動観察 

 

 

提出物 

３ 

学 

期 

論理を読み取る 

 

「商品と贈り物の違い」 

a:具体と抽象の関係について理解して

いる。 

b（読）:筆者がわかりやすく伝えるた

めの工夫について考えている。 

c:筆者の主張や、対比関係を積極的に

学ぼうとしている。 

定期考査 定期考査  

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

社会に目を向けて 

 

「自分の考えをつくるために」 

a:本文中の漢字や語句について理解し

ている。 

b（聞）:論理の展開を考えるとともに、

他者の表現から自分の考えを深めた

りすることが出来るようになる。 

c:進んで自分の考えをもち、意欲的に

伝えようとする。 

定期考査 定期考査  

授業での行

動観察 

 

ワークシー

ト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能   b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態度  

 

 ※ 年間の各領域の時間数 

    話すこと／聞くこと  （３０時間） 

    書くこと       （３０時間） 

    読むこと       （４５時間） 


